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4 EOSファミリーバスキング

� G

� CP

� FP

� BP

�MS

�DS

� NPs

目的
このクラスの目的は、 準備時間の少ないライブショーをプログラムするために必要な

基本事項を学ぶことです。  マジックシート、 プライオリティやバックグラウンドプライ

オリティなどのフェーダー構成オプション、 フェーダーコントロールオプション、 エフェ

クトマスター、 タイミングマスターなどを展開して、 ノンリニア再生にアプローチするた

めの秘訣とヒントをマスターから学びます。  このセッションは、 システムのセットアッ

プ方法と、 何にでも備えるために必要なコンテンツをすぐに学ぶのに役立ちます。

対象読者：Eos ファミリーコンソールに精通している必要があります。  システムをすば

やくナビゲートし、 スナップショット、 グループ、 パレット、 およびキューを作成する方

法を知っている必要があります。  ダイレクトセレクトとフェーダーのプロパティを理解す

る必要があります。  クラスの一部は、 コンテンツを非常に迅速に構築することです。  

これは入門レベルのトレーニングコースではありません！

学習の目標：

クラスを完了すると、 次のことができるようになります ：

• 仕込みと現在のショーファイルをすばやく分析し

て、 何を処理する必要があるかを把握します。

• 操作画面の作成

• ライブプログラミング時にプレイリストを効果的に使用する

•コンテンツにすばやくアクセスできるようにフェーダーをレイアウトします

• タイミングとエフェクトの属性を使用してフェーダーを構成します

• 問題が発生した場合の対処方法

ワークブックの構文注釈：

�太字

�[ 角かっこ ]

� {中かっこ }

�＜山かっこ＞

�[NEXT]&[Last]

�≪ダイレクトセレクト≫

� 「MS オブジェクト」　

　　　　　

構文とブラウザメニュー

フェースパネルボタン

タッチスクリーンのソフトキーまたはボタン

オプションのキーまたはコマンドラインテキスト

同時に押し続けるキー

ダイレクトセレクトボタンを押す

マジックシート上のオブジェクト

グループ

カラーパレット

フォーカスパレット

ビームパレット

マジックシート

ダイレクトセレクト

非インテンシティパラメーター

略語

この本全体を通して、 ショートカットまたは略語が使用されています :
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5

現場に着いたら

バスキングの定義

イベントやライブハウスなどで本番まで時間がない場合や、その場で明かりを合わせな

ければいけない状況の場合。

ファイルを開きましょう

ファイルを開きます ：Eos Family Busking Rev B 2021-04-22.esf2と

CAPTURE ファイル Mind‐The‐Gap‐PC‐Rev‐2019‐08‐01を開きます。

マジックシートを使用して、 システムを確認します

•FOH ムーバーをフル、 パン＆チルト、 オリエンテーションにしますか？

•OH スポットをフル、 パン＆チルト、 オリエンテーションに？

•LED タブ – チェックグループ

•Cyc タブ – グループのチェック – ピクセルマップオプションに注意してください

•Effect タブ

•Rig タブ – 仕込みに通じています

何を求めているのか？

・マクロ

・パレット

・プリセット

・エフェクト

・マジックシート

時間がある場合、 何を追加する必要がありますか？

• シングルショットエフェクト

• グループ

•プレイリスト

• ベースキュー

• タイミング

•フェーダー

変更したくないものは何ですか？

・パッチ

・パン/ チルトを反転させる ...

• 移動 /上書き

• 保存 - 新しいショーとして

現場に着いたら
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6 EOSファミリーバスキング

ベースキューの作成

なぜベースキューを作成するのか

・ いつもベースの状態に戻ることができる。

・ トランジション機能を搭載。

・カラーや雰囲気に合わせて複数のベースキューを用意します。

ステージに光を当てる

マジックシート （MS） の CYC タブを使用して

[Cyc All (G307)] [At] [30] [Enter]

「Cells ＜＞(G316)」 , [Shift]& 「Lavendar (CP 9035)」 ,

シフトを解除して 「Red (CP 9021)」 をタップします。

[Shift] キーを押しながら MS オブジェクトを入力す

ると、 完了せずにコマンドを入力することができます。

「Cyc Pixels (G321)」 「Azure (CP 9031)」

[Select Last] [At] [30] [Enter]

MS の Movers を使用して

「OH Wash (G104)」 「X DS (FP111)」 「Azure (CP 9031)」

[Select Last] [At] [05] [Enter] 「Middle Zoom (BP 9043)」

[Select Manual] [Record] [Cue] [100] [/] [1] [Label]

Base Purple [Enter]

[Cue] [100] [/] [1] [Master]

[ ▶] (Go)

「OH Wash (G104)」 [Out]

「OH Spot (G103)」 [At] [At]

「USCX (FP112)」

「Zoom Medium (BP9043)」

「Edge　E-100 (BP9026)」

「Sola750 Gobo Whl1 Blocky Gobo (BP9221.4)」

メインフェーダーペア/ メインプイバックのロードします。

ステージの明かりを再生します。

実際に現在開いているファイル Eos Family Busking Rev B 2021-

04-22.esf2のショーデータを CAPTURE ファイル Mind ‐The

‐ Gap ‐ PC‐ Rev ‐2019 ‐ 08 ‐ 01を使って見てみましょう。

CYC タブへ戻ります。

「Cyc Top (G301)」 [At] [10] [Enter]

それらを 「Gold (CP9024)」 にします。

「Cyc Bottom↓ (G304)」 [At] [10] [Enter]

それらを 「Blue (CP9033)」 にします。

[Record] [Next] [Label] Base Blue/Gold [Enter] キュー１００/2 に記録します。
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7

キューリストプロパティ

キューリストインデックスを開く

[Cue] [Cue] キューリスト１００を見ましょう。
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最後から GO/ 最初から Back

バスキングをしている間は、 キューがどの方向に向かっているのかを

気にする必要はありません。 自分が望むときに変更できます。

{ 最初からBack}と{ 最後からGO} を {ラップ }にセットします。

プライオリティ

このソフトウェアでは、 同じチャンネルを異なるターゲットで制御することができ

ます。 プライオリティは、 プライオリティの低い他のターゲットの影響を受けない

ように値を保護するためのものです。 ただし、 マニュアルコントロール、 グランド

マスター、 ブラックアウト、 パークインストラクション、 他のプレイバックフェーダー

やサブマスターなど、 同じかそれ以上のプライオリティを持つものからは影響を

受けることになります。

プライオリティには 10 段階あり、 1 が最低、 10 が最高で、 デフォルトは 4 です。

ベースキューは高いプライオリティの良い例で、 必要なときに戻ってくること

ができるものです。 一方、 ストロボ効果は、 プライオリティが低い例です。

フォアグラウンドとバックグラウンド

・フォアグランドが低い場合、 オーバーライドが機能します。

・上書きしない場合、 バックグラウンド値が高いとキューのコントロールにより

リリースされます。

プライオリティをP3にセットします。

バックグラウンドプライオリティをP８にセットします。

原則として、 最低または最高のプライオリティを設定することはありません。

これは、 後でプライオリティの高いものや低いものを追加する必要が生じたとき

に、 すべてのプライオリティをやり直すことなく、 1 つのステップで追加するため

です。

柔軟性を持たせるために、 ２つ以上離した数値で設定するのが良い方法です。

設定でバックタイムを確認して、 必要だと思ったら調整するといいでしょう。

キューリストウィンドウ
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8 EOSファミリーバスキング

プリセット

バンドフロントライトのプリセットを記録する

サウンドチェックをしている時間は、 ある程度の余裕を持って明かりを作ること

ができます。

まずは、 存在するフォーカスパレットが自分に合うかどうか、 あるいはそれに近い

ものがあるかどうかを確認することから始めましょう。

時短に繋げましょう！

「FOH Spots (G102)」 「25% (IP2)」

[101] 「Drums (FP119)」

[103] 「Singer (FP118)」

[105] 「Guitar (FP117)」
必要に応じて調整しますが、 ファイルにある既存の FP

は更新しないでください。

[101][+] [103] [+] [105] {フォーカス} {Make Absolute （絶対化） }
パレットを変更したくない場合、 パレットからその数値

のみを引き出します。

[102] 「Backup Singer Lower Platform」 – 新しいフォーカスを作成

バンドは、 会場に入る前に何かを計画していたとしても、 計画通りにはなりません。

[104] 「Backup Singer Upper Platform」 – 新しいフォーカスを作成

「FOH Spots (G102)」 [Record] [FP] [120] [Label] Band Start

「FOH Spots (G102)」		「Edge E-40 (BP9023)」

「FOH Spots (G102)」		「6500 (CP9010)」

「FOH Spots (G102)」 [-] {Intensity （インテンシティ） }

[Record Only] [Preset] [301] [Label] Band Base Front

[101] [+] [103] [+] [105] [At] [60] [Enter]

[102] [+] [104] は低いまま、 とどまることができます。

「FOH Spots (G102)」 [Record Only] [Sub] [301] [Label]

Band Fronts

[Sub] [301] [Enter] {Properties （プロパティ） }

LTP、 Int （インテンシティマスター）、 Bkgdプライオリティを５に設定します。

下部バンクにある最初のフェーダーにサブ 301をロードします。

[Select Last] [Sneak] [Enter]

サブをマークし、 再生します。

ソフトなエッジにします。

ホワイトを作ります。

バンドは、 バックアップ ・ シンガーに光当たるように指定

しましたが、 バックグラウンドにより消えてしまいました。   

現状をサブに保存します。

残しておいてください！

MSの Moverを使用して

ポジションを合わせます。
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9

フォーカスパレットプレイリスト

なぜプレイリストを使うのでしょうか？

・すばやくアクセスすることができる。

・フィルターにも柔軟に対応しているから。

キュー１００/2を呼び出しましょう。

OH Wash 用に存在するフォーカスパレットを見てみましょう。

「OH Washes (G104)」		[Full] [Full]

マジックシートの FPを見ながらタップします。

«DS Weave (FP113)» から «Flyout (FP114)»を

使って、 FPリストを作成してみましょう。

右下のバンクの6番目のフェーダーのLoadボタン（または上下のバンプボタン）

を押します。

シフトキーを押しながらマジックシートの «DS Weave (FP113)» をタップし、

さらに «DS Flyout (FP114)»をタップします。 その後、 [Enter]キーを押

します。

[Fader] [2] [/] [6] [Label] OHWash FOC [Enter]

[Sneak][Enter]を押して、 そのフェーダーのバンプボタンを押します。

何が起こりますか？そのパレットに記録されているすべてのフィクスチャが起動しま

す。 これは望んでいることではありません。 特定のチャンネルをコントロールするに

は、 チャンネル ・フィルタを適用しましょう。

フェーダー構成タブ （タブ３６） に移動します。

フェーダー2/6では、 LTPに変更し、 最後からGoをラップします。

チャンネルフィルタを選択し、 [121] [Thru] [128] [Enter]を入力します。

ここにはグループを入れることもできます。 グループの利点は、そのグループにチャ

ンネルを追加した場合、 フィルターを調整する必要がなく、 コンソールが代わりに

調整してくれることです。

[Live]に戻ります。

そのフェーダーのバンプボタンを押して、 OHウォッシュだけがどう動くかを見

てみましょう。

「OH Washes (G104)」		[Full] [Full]

インテンシティを扱うにはいくつかの方法があります。 キューに追加してインヒヒ

ティブを構築するか、 プロポーショナルサブにインテンシティを入れるかです。

[Select Last] {Intensity} [Record] [Sub] [351] [Label]

OH Wash INT [Enter]

それを最上段の6 番目のフェーダー、 つまり先ほど作成したFP プレイリストの

すぐ上にロードします。

コマンドラインには 「Fader 2/6」 と表示されます。

でも、 待ってください。 見えません !

フォーカスパレットプレイリスト

点灯しましょう。
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10 EOSファミリーバスキング

いくつかの異なるシステムを使って別のものを作ってみましょう。

「Side Spot （G105）」 を選んでフルにし、 思い切り上に傾けます。

[Select Last] [Record] [FP] [151] [Label] Sides Up

「Side Spot >(G110)」 [Fan]をクリックし、 アップステージのスポットが水

平になるように傾ける

「Side Spot＜（G115)」[Fan]をクリックし、反対側に合わせるように傾けます。

「Side Spots(G105)」 [Record] [FP] [152] [Label]

Sides Pyramid

「Side Spots （G105）」 を選択し、 ステージの一番下にあるペアがシンガー

の横になるように、 すべてを下に傾けます。

[Select Last] [Record] [FP] [153] [Label] Sides Down

これらのチャンネルのために、 別の FP リストを作ってみましょう。

コマンドラインをクリアします。

最後に作成したFPリストの横にあるフェーダーの2つのボタンを押します。

[Focus Palette] [151] [Thru] [153] [Enter]

[Fader] [2] [/] [7] [Label] SS FOC [Enter]

フェーダー構成で Wrap （ラップ） に変更します。

[Select Last] [Sneak] [Enter]

フェーダーを上げて、下のバンプボタンを押します。

続いて、 Intensity コントロールサブのレコードです。

「Side Spots (G105)」 [Full] [Full]

[Select Last] {Intensity} [Record] [Sub] [352] [Label] Side

Spots INT

他の INT フェーダーの隣にあるFPリストフェーダーの上にロードする。

両方の FPリストをPriority P6/P3 LTPとし、 FX Off 0 のチェックが外

れていることを確認してください。

シンガーを中心に ...

コマンドラインには 「Fader 2/7」 と表示されます。

サブへ記録します。
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11

カラープレイリスト
一部の色の変化のためのプレイリストを作成するのは簡単です。  曲ごと

にシンプルにしてください。  3 色以上にする必要はありません。

必ず FP プレイリストをリリースしてください – 各フェーダーの下にあるバンプボ

タン （□） を押します。

フェーダー1/8に対応するボタンを押し、 「Azure （CP9031）」、 「Open

（CP9001）」、 「Gold （CP9024）」 をタップし、 [Enter]を押します

フェーダー 1/8 [Label] OHS COL

フェーダーを上に持っていき、下のバンプボタン （▶） を押します。

チャンネルフィルターを入れてみましょう。

フェーダー構成タブに移動します。 （Tab 36）

次に同じパレットリストを、 使用するシステムごとに個別に持つことができたらい

いですよね。 このフェーダーをコピーして、 3 つのフェーダーにフィルターをかけ

てみましょう。

フェーダー1/8のプライオリティをP6/P3とWrap（ラップ）とLTPに設定します。

{Fader} [1] [/] [8] [Copy To] [1] [/] [9] [Enter]

{Fader} [Copy To] [1] [/] [10] [Enter]

次に、 フェーダー1/8をOHスポット （G103） にフィルターをかけます。

Filter 1/9 を OH Wash (G104)

Filter 1/10 をSide Spots (G105)

Fader 1/9 [Label] OHW COL

{Fader} [1] [/] [8] [Thru] [10] [Copy To]

[Copy To]* [2] [/] [3] [Enter]

[Copy To] [Copy To]は MoveTo をコマンドラインに表示することを覚えておきましょう。

Backwall Pixels 用のカラーリストをもう一つ作ってみましょう。

{Fader} [2/5] [Copy To] [2/2]

{Fader} [2/2] [Label] Pix Color

フェーダー2/2の2つのボタンを押す。

「Red (CP9021)」、「Blue (CP9033)」、　「 Yellow (CP9025)」、「Purple

(CP9036)」、 「Green (CP9027)」 を選択し、 [Enter]を押します。

次に、 フェーダー構成リストで CycPixels （G321） にフィルタリングします。

タイミングをUp 0.2、Down 0.2に変更、プライオリティをP6/P3に設定します。

Liveに戻ってリストを実行します。

コマンドラインで Fader 1/8 にカラーパレットを落としま

す。

3 つの同様のフェーダーがあります。

コマンドラインを使用します。

Spot

Wash

Fader 1/10 [Label] SS COL Side Spots

作成した 3 つのフェーダーを最下列のフェーダーに移動

します。

カラープレイリスト
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12 EOSファミリーバスキング

スポットフィクスチャのゴボリスト

テクスチャへの素早いアクセスを可能にするために、 ゴボ用のビームパレットリスト

を作成しましょう。   

まず、 Front Light サブを別のフェーダーに移します。 これがオンになっていて、

バンドを暗闇に落としてしまうのは適切ではないので、まずフェーダー1/10 にロー

ドします。   

[Sub] [301]を選択し、 フェーダー1/10で両方のボタンを押します。

点滅している場合は起動してください。

[Shift] キーを押しながら [Load] キーを押すと、 データがフェーダーからはら

われます。

では、 続けてみましょう。

フェーダー2/1の下にある両方のボタンを押します。

次にSola 750 のすべてのゴボのビームパレットを順番にタップしますが、オー

プンフレームは実行しないでください。

[Enter]を押します。

フェーダーを上げて、下のボタンを押します。

フェーダー構成に戻り、 動作をラップに変更してプライオリティをP6 / P3と

LTPに設定し、 FXオフ0がオフになっていることを確認します。

このフェーダーにラベル：OHSGoboと付けます。

OHSpot だけにフィルターをかけます。 サイドスポットをビームにすることで、 きれいなラインを

保つことができます。

サブ３０１をフェーダー１/10 へロードします。
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13

エフェクト
良いベースがあれば、それに加えていくつかのエフェクトが必要になります。 エフェ

クトを格納するプリセットをいくつか作るのが良いでしょう。 そして、 プリセットの

FX リストを作ります。 これは、 1 つのインスタンスのために 1 つのサブマスター

を作るよりも便利です。 これらをブラインドで構築することで、 ポジションデータ

ではなく、 エフェクトデータのみを記録することができます。   

[Blind] [Preset] [310] [Enter] [Label] Side Figure 8

「Side Spots (G105)」 [Effect] [903] [Enter]

[Clear]

[Preset] [311] [Enter] [Label] Side Spiral

「Side Spots (G105)」 [Effect] [906] [Enter]

[Clear]

[Preset] [312] [Enter] [Label] Side Ballyhoo

「Side Spots (G105)」 [Effect] [909] [Enter]

[Clear]

フェーダー2/10に対応する2つのボタンを押し、 ダイレクトセレクトを使っ

てプリセット310、 311、 312の順に選択し、 【Enter】 キーを押します。

このフェーダーにSS FXというラベルをつけます。

フェーダー2/10 のプライオリティをP6/P2とLTPに設定します。

OH Wash のもう1 つのフォーカスエフェクトリスト：

同様のタイプのフェーダーを複数作成する場合は、 プリセットを設定する前に、

すべてのオプションが構成されたフェーダーをコピーすることをお勧めします。

{Fader} [2/10] [Copy To] [2/9] [Enter]

設定に影響を与えずに内容を上書きできるようになりました。

[Blind] [Preset] [321] [Enter] [Label] OHS F8 M Out

「OH Spots (G103)」 {Offset} {Mirror out} [Effect] [903] また

は 「Figure 8」 [Enter]

[Clear]

[Blind] [Preset] [322] [Enter] [Label] OHS Bally M In

「OH Spots (G103)」 {Offset} {Mirror in} [Effect] [909] または

「Ballyhoo」 [Enter]

[Live]

フェーダー2/9に対応するボタンを押します。

「Preset 321」 、 「Preset 322」 [Enter]

{Fader} [2/9] [Label] [Label] OHS FX [Enter]

エフェクト

プリセット３１０に

SideSpot に Effect903 かけた明かりを入れます

フェーダー２/10 に上記のプリセットを入れます。

プリセット３２１にエフェクトとオフセットを入れます。

プリセット３２２にエフェクトとオフセットを入れます。

フェーダー２/4 にプリセットを入れます。
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14 EOSファミリーバスキング

タイミングとグローバル FX フェーダー

バンプボタンを押してプレイリストをステップスルーすると、 すべてが所定の位置に

スナップし、 プレイリストがリリースされると、 ホームまたはバックグラウンド状態に

戻ることが分かります。  

すぐに変更する必要があっても、 少しずつ変更したがいいかもしれません。

フェーダー構成で、 フェーダー２/10を例に見てみましょう。

アップタイムとダウンタイムのタイミング列を見てください。

アップタイムは、 ステップからステップに移動するのにかかる時間です。

ダウンタイムは、 データをバックグラウンドにリリースするのにかかる時間です。

両方の FX フェーダーのタイミングを同時に変更してみましょう。

{Fader} [2/9] [+] [10] [Time] [1] [Time] [Time] [1] [Enter]

これらのフェーダーではデュエルタイムが調整されていないことに注意してください。

{Fader} [2/3] [Thru] [5] [Time] [1] [Time] [Time] [1] [Enter]

グローバル FX フェーダー

これらのフェーダーのタイミングで、 再生中のエフェクトの全体的なレートとサイ

ズを制御するオプションがあります。  これらはグローバル FX フェーダーと呼ば

れます。

フェーダー構成タブを開きます。 （Tab ３６）

フェーダー1/1上にマップされていないと表示されている場所をクリックします。

ターゲットボックスをクリックして、 グローバルFXを選択します。

次に、 サイズ、 2xをクリックします。

2番目のフェーダーをクリックして、 エフェクトレートに変更します。

両方のフェーダーで最大値を400に変更します。

2番目のフェーダーの下のボタンにフリーズボタンを追加します。

対応するフェーダーボタンが点滅していることに注意してください。

フェーダーを50％のマークまで動かすと、 フェーダーの点滅が止まります。

モーターライズドフェーダーは自動的に半分に設定されます。

フェーダー2/9 （OHS FX） を起動し、 エフェクトサイズ、 レート、 フリーズを

試してみてください。

GlobalFXと表示されている場所の下にある大きなオープンボックスをクリッ

クします。

[パラメータフィルター]ボックスをクリックします。

次に、 上部にあるフォーカスカテゴリを選択します。

プロパティを見てください。

Up 1 / Down 1 ( デュエルタイムなし )

すべてのカラープレイリストのアップとダウンのタイミ

ングを変更するには、、、

１番目のフェーダーはエフェクトサイズを言います。

より柔軟な対応が可能になります。

記録されているサイズやレートを大きくしたり小さくし

たりできるようになりました。

大きく / 小さく、 速く / 遅くする

単一の属性または全カテゴリにフィルタリング可能 です。

エフェクトに焦点を合わせるためのフィルターです。

２番目のフェーダーにエフェクトレイトを設定します。
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15タイミングとグローバル FX フェーダー

最適なのは、 最初からこれらを 2 セット用意することです。  一つはフォーカス用、

もう一つはカラー用です。

フェーダー1/3から、 Color Global FX Faderを構築する。

それが完了したら、いくつかの FX をステージ上で実行し、サイズフェーダーをゆっ

くりと完全に下げます。

動きが小さくなって停止する様子をご覧ください。 ゆっくりと変化していきます。

そのサイズのフェーダーを半分に戻し、 レートフェーダーをゆっくりと下げます。  

フィクスチャがどのように減速し、どこにいても停止する様子を観察してください。  

次に、 レートフェーダーを完全に上げます。
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16 EOSファミリーバスキング

ストンプ！
例えば、 ストロボ、 白のオープンフラッシュなどがあります。  

フェーダーのレイアウトを維持するために、 Sub 301をフェーダー1/5 に移動して、

まずそれを入力してから古いフェーダーを削除します。   

最大の効果を得るために、 バックウォール ・ ピクセルを使用します。  

STROBE  

LED ランダムストロボを作ってみましょう！

[Effect] [Effect]

[981] [Enter]

{Linear}を選択します。

[Label] LED Random Strobe

{ 編集 }をクリックします。

{Patterns} の中の 最後のオプション{Random}を選択します。

{ 適用 }を選択します。

サイクルタイムを０．２に変更します。

[Live]へ行きます。

「Cyc MSからCyc Pixels Random Group（G323）を選択し、[Effect]

[981] [Enter]キーを押します。

[Select Last] {インテンシティ} [Record] [Sub]

[302] [Label] Pix Strobe [Enter]

フェーダー 1/8へロードします。

Sub] [302] [Enter] {プロパティ}

P9 / P2のプライオリティでLTPに設定し、Dwell(デュエルタイム)をMan（マ

ニュアル） に設定して、Excude （除外） をRecode （レコード） に設定します。

[Clear] [Sneak] [Enter]

すべてに優先するように設定されたプライオリティです。

エフェクト画面を開きます。

サブプロパティ画面を開きます。
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17ストンプ！

オープン�ホワイトフラッシュ

「Cyc Pixels Group (G321)」 [Home] [Enter]を選択します。

[At] [40] [Enter]

[Select Last] [Record] [Sub] [303] [Label] Pix White

フェーダー1/9にロードします。

[Sub] [303] [Enter] {プロパティ}

P9/P2のプライオリティで LTPに設定し、Dwell （デュエル） をMan （マニュ

アル） に設定し、 Exclude （除外） を Rec （レコード） にします。

SCENIC WIPE

すでに作られているインテンシティ ウェーブ エフェクトをコピーして、 後で編集で

きるようにしましょう。

[Effect] [Effect]

[932] [Copy To] [932.1] [Enter]

[932.1] [Label] Cyc Wave

エフェクトを調整してシングルショットエフェクトにし、 タイミングを変更してきれ

いにします。

スケールを１００にします。

サイクルタイムを１．５にします。

Duration （デュレーション） を Number of Cycles （周期数） １にします。

Exit （終了） をCascade （カスケード） に設定し、 Fade ｂｙ Ｓｉｚｅ （サイズ

依存フェード） します。

[932.1] [Copy To] [932.2] [Label] Cyc Wave Part 2

これらをプリセットにいれましょう。

[Blind] [Preset] [331] [Enter] [Label] Cyc Wave P1

「Cyc Pixels Mirror Out (G327)」 [At] [40] [Enter]を選択します。

[Select Last] [Effect] [932.1] [Enter]

[Blind] [Preset] [332] [Enter] [Label] Cyc Wave P2

「Cyc Pixels Mirror Out (G327)」 [At] [40] [Enter]を選択します。

[Select Last] [Effect] [932.2] [Enter]

フェーダー1/10 の対応する2つのボタンをクリックします。

プリセット331と332をタップします。 [Enter]を押します。

再びプライオリティが設定され、すべてに優先されます。



KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

KEN
 P

RODUCTI
ON S

ER
VIC

ES
 IN

C.

18 EOSファミリーバスキング

現在、同じデータを持つ2 つのエフェクトを持つ2 つのプリセットがあります。 これで、

最後のエフェクトが完了する前に、 そのエフェクトを起動することができ、 柔軟な楽

しみ方ができるようになります。

フェーダー構成を開きます。

ＬTPとP ９/P2に設定します。

ラップとストンプをリリースに設定します。

フェーダー1/10 [Label] Cyc Wave

バンプボタンを1回押して、 どのように再生されるかを確認してから、 2回続

けて押します。

次に 「Open」 の白いバンプをホールドし、 同時に 「Cyc Wave」 のバンプを

打ちます。

MS 8004 Effects とMS 8002“ Busking” にしま

す。
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19バスキングマジックシート

バスキングマジックシート

バスキング用のマジックシートの例を見てみましょう。

これは、 データを記録することなくライブで照明を変更するという、 マニュアルコン

トロールに特化した一例です。 そのためには、 情報の変更を素早く行えるマジック

シートが必要です。  

スナップショット103.1 Enter

このマジックシートのほとんどは、 先程のデータのものです。  ファイル内の他の

マジックシートの一部を抜粋してこのマジックシートにコピーしてありますので、 忙

しい時にマジックシートのページをあまり変えずに、 必要なツールを 1 ページにま

とめることができます。   

このマジックシートを使えば、 必要なコントロール ・ サーフェイスを、 すでに用意

されたツール ・ セットを使って素早く作ることができます。

簡単におさらいしておきましょう。

これを行うには、 既に作成されているマジックシートに入り、 コピーしたいオ

ブジェクトをグループ化したことを確認してから、 Ctrl-C を押します。  シェ

ブロンを閉じて、 新しいマジックシートを編集し、 Ctrl-V でオブジェクトを新

しいマジックシートに貼り付けます。  オブジェクトをグループ化すると、 ター

ゲット番号が保持されるので、 コピーしたオブジェクトの番号をすべて変更す

る必要はありません。   

すでにファイルにデータが入っているのであれば、 すべてのデータを作り直す

必要はありません。  

このマジックシートを見ながら、 ワークフローを考えてみましょう。
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20 EOSファミリーバスキング

作業の流れ

まず最初にすることは何ですか？

・ チャンネル選択

・オフセットまたはファン

・ インテンシティ

・ NP Modifiers

NP にすべての調整を加えてから、 インテンシティを上げたいと思うかもしれません。

また、 すべての変更を加えてから、 FX の選択のためだけにオフセットとファンを使用

したいと思うでしょう。

それで大丈夫です！ 自分に合ったレイアウトとワークフローを見つけてください。

ここに正しい答えはありません。

正解は、 ステージ上の情報をできるだけ早く入手するのに役立つページです。

それでは、 マジックシートをもう少し詳しく見てみましょう。

チャンネルとグループの選択にオフセットとファンのマクロを追加
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21

インテンシティコントロール

バスキングマジックシート

非インテンシティパラメーター： フォーカス、 カラー、 ビーム
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22 EOSファミリーバスキング

システムコントロールオプション

スニークオプション

左側には、個々のカテゴリをスニークするスニークボタンの列があります。 タッチスクリー

ンのみを使用して、 キーパッドに触れずに次の手順を実行します。

「FOH Spots (SolaThtr) (G102)」		「Full (IP5)」

「Singer (FP118)」		「BP9201.4」 - ホイール１の３番目のゴボ

Edge		「E-40 (BP9023)」

Zoom 「BP9043」		- ミディアム

「Azure (CP9031)」

「Focus Sneak (M8023)」 を押します。

「Singer (FP118)」

「Color Sneak (M8038)」 を押します。

「Sys Sneak 2 (M8039)」 を押します。

注意！ これらのマクロは、 設定に出入りするときにコマンドラインをクリアします。

「FOH Spots (SolaThtr) (G102)」 [At] [0] [Sneak] [Enter]

フォーカスパラメータだけが抜き出されました。

グループの焦点をシンガーに戻します。

どのくらいの時間がかかりますか？この番組ファイル

のデフォルトは何ですか？

これらのマクロは、 ユーザー設定に入り、 グローバル

なスニークタイムを変更します。

新しいデフォルト時間 （3 秒） でアウトします。
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23バスキングマジックシート

マニュアルタイムセクション

マニュアルタイム エリアの INT カラムの下にある 「2」 をタップします。

これらのマクロボタンは、 各パラメータータイプにフィルターをかけたマニュアル

タイムフェーダーを調整するものです。   

これらのフェーダーは、 0 ～ 4 秒の範囲で設定されています。  フェーダー設定

で範囲を調整し、 マクロでパーセンテージを調整することで、 簡単に調整するこ

とができます。   

[Macro] [Macro]

[8103] [Enter]

これを読み取る別の方法は、 フェーダー1 @ 50パーセントです。

範囲はフェーダーで 0 〜 4 に設定されているため、 50 パーセントは 2 です。

[Live]		{Snapshot} [103.1] [Enter]

INTの下の 「3」

Forcus の下の 「1」

Color の下の 「4」

Beam の下の 「1」

「FOH Spots (G102)」 「Full (IP5)」

「X DS (FP111)」

「Orange CP9022)」

Zoom 「BP9045」 - Big

このように、タイミングの変更に素早くアクセスできることは非常に便利です。 これらは、

ステージ上のデータを取得するためのフローの一部として、 頻繁に使用する必要があり

ます。 フィクスチャがオレンジにスナップするのと、 フィクスチャがオレンジにフェードす

るのとでは、 観客への影響が異なります。

感情的な変化のためにこの変更を行っているのか、 それともビートに合わせてデータを

変更しているのか？

また、 観客に変化に気づいてもらいたいのか、 それとも最終的にシーンの変化に気づ

いてもらいたいのか。

フェーダーページを10ページに変更します。

それぞれのサブが点滅し、 タイミングをコントロールしているのがわかります。

「All Off」 - マジックシートの右下に表示されます。

これらはもはやアクティブではなく、 マニュアルのタイミングをコントロールすることはで

きません。 これらのフェーダーがオフの場合、 コンソールはセットアップで設定されたマ

ニュアルタイムの設定がデフォルトとなります。

フェーダーページを１ページに戻します。

その列の下のフェーダーアイコンが 2 に移動します。

マクロを見てみましょう。

マクロではFader 10/1 @ 50 Enterとなっています。

３秒で出てきました。

1 秒で動きました。

４秒でスローフェードします。

１秒でズームインします。

フェーダーの点滅が止まり、 モーターフェーダーの場合は

最下段に戻りました。
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24 EOSファミリーバスキング

プレイタイム

マジックシートの最後のセクションについて話す前に、 少し遊んでみましょう。

・ 作成されたツールを使って、 曲に合わせてシーンを変えていきます。

・ それを迅速に行う。

・ 思いついたらすぐに実行し、 考えすぎないこと。

・ シンプルに。

・ これが速さの秘訣です。

・ 気持ちを落ち着かせて、 ライトをつけて、 ビートに合わせて色を変えたりして遊ん

でみましょう。

・エフェクトをかけてみましょう。

・ タイミングボタンも忘れずに。

CHANGE SONG

別の曲を試してみましょう。 		

3回目以降は		音楽を止めます。

�どんな気持ちでしたか？

�うまくいったこと、 うまくいかなかったこと

�何か物足りなさを感じることはありませんでしたか？

�このマジックシートのどこを変えればよかったのでしょうか？
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25ダンプキューのセーブ！

ダンプキューのセーブ！

急いでいるときに、 自分が作った明かりを記録しておいて、 曲の中ですぐに取り出せる

ようにしたいと思いましたか？ サビや詩の部分がとても気に入っていたのかもしれませ

ん。  また、 最初に作ったベースキューが曲の中で変化して、 すべてのライトが戻る場所

を変えたいと思ったかもしれません。   

マジックシートの最後の部分には、 ダンプキューを記録してアクセスするためのマクロが

あります。   

これは、 ダンプキューと呼ばれています。 なぜなら、 これは何のキューであるかは必ず

しも重要ではなく、 データをダンプする場所だからです。   

それでは、 マジックシート 8002 「Busking」 を見てみましょう。  

[Clear] [Sneak] [Enter] [Go to Cue] [Out] {Enter]

レコードコントロール

「Cue 100/1 Base Purple World」 をタップします。

マジックシートのボタンをキューターゲットに設定することで、 ボタンを押すと

キューが読み込まれたかのように動作し、 キューのタイミングに合わせて実行さ

れます。

「Cue 100/2 Blue and Gold World」 をタップします。

各キューボタンの下には、 2 つのレコードオプションがあります。  Full Record

ボタンと Manual Record ボタンです。

Full Record ボタンは、 フェーダーから来るすべてのデータを含むシーン全体を

取り込み、 特定のキューに保存します。

Manual Record ボタンは、 マニュアルデータのみを取得してキューに記録し、

フェーダーにはデータのコントロールを任せます。
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26 EOSファミリーバスキング

フルレコード

現在は Cue 100/2 を使用しています。

フェーダーでは、 S301 （Band Fronts） を半分まで上げます。

S351(OH Wash INT)をフルにします。

OHW フォーカスプレイリストで ▶ （GO） を押します。

マジックシートで 「Side Spots (Sola 750) (G105)」 をタップします。

「75% (IP4)」

「USC X (FP112)」

「Open (CP9001)」

Cue100/3 Full Record オプションの Record 3 (8055)をタップします。

「FOH Spots (SolaThtr) (G102)」 を選択します。

Live サマリーを見てみましょう。 データが青くなり、 キューに保存されています。 コマ

ンドラインには Cue 100/3 と表示されています。

Full Record ボタンを使用した後、 ステージ上の明かりに当てたフェーダーをリセット

します。

S301 (Band Fronts)を下げて、下部のバンプボタンを押します。

OHW フォーカスプレイリストの一番上のバンプボタンを押します。

S351 OH Wash Intを下にフェードします。

注意すべき点があります：

キューにエフェクトを記録し、 そのレートやサイズを Global FX フェーダーで調整した

場合、 キューは Global FX フェーダーではなく FX のタイムで記録されます。 Global 

FX フェーダーの寄与は記録されません。   

これらのマクロはすべて、 各キューを保存するために、 これらのキューを Cue Only と

して記録します。 オートマークを有効にしていない場合は、 マークを設定しないと、 各

ライブの変化がキューごとに表示されることになります。

すでに Open に設定されていますが、 データ

はマニュアルで作成する必要があります。

サマリービューの赤いデータがすべて消えました。

フェーダーをリリースするには
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27ダンプキューのセーブ！

マニュアルレコードオプション

「HS CSpot > (G220)」 「HS CSpot < (G240)」

「Full (IP5)」 「Red (CP9021)」

「OH Wash (Sola 2K) (G104)」		「Out (IP1)」

Cyc エリアの 「Cells >< (G315)」 をタップします。

[Shift] を押しながら 「6500 (CP9010)」 「Red (CP9021)」 [Enter]を

押します。

「OH Spot (Sola 750) (G103)」		「Full (IP5)」

「House (FP116)」 「Red (CP9021)」

フェーダーで、 SS FX 下のバンプボタン(▶） を押します。

「Man Record 4 (8058)」 をタップします。

「Cue 100/3」 をタップします。

「Cue 100/4」 をタップします。

SS FX の上のバンプボタン(□)を押します。

注：

各クイックアクセスボタンには、 すでに 「ラベル」 のフィールドが用意されているの

で、 これらの 4 つのキューにラベルを付ければ、 マジックシートに表示されます。   

4 つのキューボタンとレコードの下には、 2 つの大きなレコードボタンがあり

ます。 スタックのどの位置にいても、 4 つ以上のキューが必要な場合、 次に

使用できるキューを記録してスタックを継続することができます。 ほとんどの

場合、 シート上に 4 つ以上のクイックアクセスボタンを配置することになるで

しょう。  最小で 3 個、 最大で 12 個です。  これは、 ページ上の他の選択ツー

ルやその他のコントロールツールと記録ボタンのバランスをとるためです。

「Blue (CP9033)」

フェーダーでは、 SS Focの下のバンプボタン （▶） を2回押します。

「Cyc All (G307)」 「Out (IP1)」

「Cyc Pixels (G321)」 「25% (IP2)」

「Blue (CP9033)」

「Record Next Available」

メインプレイバックの□(Stop/Back)を押します。

Go( ▶ )を押します。

SS Focus Playlist は与えなくなり、 そのデータは現在キューにあります。

「Cyc All (G307)」 「Full (IP5)」

フェーダーでは、 OHS FX の下のバンプボタン(▶)を押します。

「Man Rec Next Available」

OHS FXの上のバンプボタン(□)を押します。

FX をスタートさせるには

FX はまだ動いていますし、 プレイリストやサブでコント

ロールすることもできます。

SS FX フェーダーを解放するには

OHS FX はキューに記録されませんでした。

「Top D60(G200)」 「Full (IP5)」
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28 EOSファミリーバスキング

レコードネクスト

2 つの Rec Next Available マクロは、 どのキューからでも記録することがで

きます。

これらのマクロは、 すでに持っている４つのダンプキュー以外にも、 必要に応じ

てキュースタックを順番にレコードしてくれます。 これは、 既存のキューから新しい

キューを作るのに便利です。 例えば、 コーラスで新しい曲をレコードしたいが、 レ

コードしてある他のキューも使用するとします。

それを見てみましょう。

「Cue 100/1 Base Purple World」 を押します。

「Record Next Available」 を押します。

メインプレイバックの□ (Stop/Back) を押します。

Go( ▶ )を押します。

コマンドラインには 「Cue 100/7」 と表示されます。
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29ファイナルプレイタイム

ファイナルプレイタイム

45 分ほど遊んで、 マニュアル操作やサブの使い方の感覚をつかみましょう。

自分の好きな曲を数曲選んで、 ３回ずつリピート再生してみましょう。

この最後に一曲を選んで、 通してオペレートしてみましょう。

この 45 分をサウンドチェックと考えてください。

・ベースとなるキューを作る必要がある場合や、 マニュアルデータを追加する順番

を練習する必要がある場合は、 それを行います。

・ もし、 自分でやってみたいと思ったら、 とにかく遊んでみてください。 何も記録

しなくてもいいです。

・ マニュアルデータだけでなく、 記録したプレイリストも必ず入れてください。 本

番で 「GO」 を連打しているだけのショーにならないようにしましょう。

最後にもう一度曲を走らせてみて、 どうなるか見てみましょう。

曲が終わったら、 音楽を止めます。

何が起こったのかを話し合いましょう。

�何が機能しましたか？

�それはどのように感じましたか？

�次回、 自分のワークフローのために何を変えますか？

�何が足りなかったのでしょうか？
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